
平成 29 年 5 月 8 日 

 
各 位 

 
会 社 名 株 式 会 社 ア バ ン ト 
代表者名 代表取締役社長 森川 徹治 

（コード:3836、JASDAQ） 
問合せ先 取締役財務担当 春日 尚義 

（TEL:03-6864-0100 代表） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 28 年 12 月 20 日に公表いたしました平成 29 年 6 月期連結業績予想を

修正いたしますので、お知らせいたします。 

記 

 

●連結業績予想の修正 

平成 29 年６月期通期連結業績予想数値の修正 （平成 28 年７月１日 ～ 平成 29 年６月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成 28 年 12 月 20 日発表） 
10,050 1,025 1,025 390 41.54 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 10,340 1,160 1,162 525 55.93 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 290 135 137 135 － 

増 減 率            （％） 2.9 13.2 13.4 34.6 － 

（ご参考）前 期 実 績 

（平成 28 年６月期） 
9,612 1,109 1,112 660 70.38 

平成28年12月１日を効力発生日として普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行ってお

ります。１株当たり当期純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定

しております。 

 

修正の理由 

IFRS（国際財務報告基準）の適用、国内外のグループ企業に対するガバナンス強化への要請、デー

タを活用した経営の高度化を背景に、コンサルティング・サービスの売上が予想以上に伸長したこと

に加え、自社製品の保守サービスや連結決算業務等のアウトソーシング・サービスを核とするストッ

クビジネスも依然順調な推移を見せており、現時点の受注残高も勘案して、連結売上高の通期予想を

修正いたしました。 

一方、採用費や外注費は増加してはいるものの、コスト総額は当初の予想を下回ったため、連結営

業利益および連結経常利益とも、既に第３四半期終了の時点で通期予想に対して何れも 98％以上の水

準となり、親会社株主に帰属する当期純利益については、既に通期予想を 11%上回る結果となってい

るところから、現時点の通期売上高およびコストの着地予想をもとに、各利益水準を修正いたしまし

た。 

 

   

(注)上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


